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望月誠と由己社
　
本学ＦＬＰジャーナリズムプログラム鈴木ゼミでは、明治前半期における書籍広告を研究対象としてきており、こ
こ数年は兎屋誠に的を絞って資料収集と整理を行ってきた
（
1）。その間、兎屋書店主望月誠と由己社との関係につい
て、学生ともども気にはなっていたものの、手 広げ 調べる余裕のないまま放置してきていた。主力となってともに調査・研究を行ってきた学生はもう卒業してしまったが、その後集めた資料で、いささか整理のついたところがあるので、この場を借りて報告することにする。
一
　
由己社の起立と発行物
『子育の草紙』　
由己社は望月誠が立ち上げた雑誌社であった。その最初の発行物は、明治十（一八七七）年二月二十日発行の雑誌
『子育の草紙
  第一号』であると思われる【図版①】 。同社の創業がいつなのかは確定できないが、該誌創刊にさほどさ
かのぼるものではないであろう。望月誠の編著である明治九（一八七六）年十二月刊『英和商語集』は和泉屋市兵衛
二二
が発兌元で、由己社の名が見えないところから考えても、明治十年になってからの創業かと推測する。　『子育の草紙』第一号の表紙には望月誠の堂号である「思誠堂」の朱印が捺され（五月刊行の第四号より「由己社」の印となる）刊記は次のようになっている。
　　
編輯長兼印刷人
　　　　　　　　　　　　　
望月誠
　　
持主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　
人
　　
本局
　　
内神田龍閑橋通千代田町廿五番地
　
由己社
　　
売捌所
　
南茅場町十四番地
　　　　　　　　
神澤社
　　
仝
　　　
馬喰町二丁目五番地
　　　　　　　
英蘭堂
此外売捌所は諸方にござりますから最寄にてお求めを願ひます智慧の庫
　
毎月出版
　
定価弐銭五厘
　
この雑誌のねらいは、次に掲げる第一号見返に記された緒言に
明らかである（引用に際して句読点を補う。以下同じ） 。
　　　
緒言
凡そ人の母たる者は、其子を養育訓導するの道を知らざるべからず。人の賢愚と身体の強弱とは其母の養育訓導によれば、
挿絵 表紙
図版①　『子育の草紙 第一号』
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其任務たる甚だ重し。然れども世人率ね其任務の重きことを知らずして之を誤る者少なからず。豈悲しまざるべけんや。此回此書を作る所以の意は、此等の人をして小児養育 大旨と母たる者の任務を知らしめんが為め、専ら婦人に解し易きを主として俗語 用ひたれば、看る者幸に其の拙陋を尤むること勿れ。
　
第一号の目次は次のごとし。
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体系的、また網羅的なものではないが、総ルビの平易な俗語で記述された子育てに関する具体的な指針や注意事項
が、毎号十一頁のうちに収められている。一例として四月十三日発行の第三号所載「子
こども
供に強
しゐ
て書
ほん
物を読
よま
せてはなら
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こと
」の一部を示してみる。子こども
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たいしたことを言っているわけではないが、この平易さと穏当さがちょうどよかったのであろう。この第三号巻末
の社告に、
本ほんしや
社
雑ざつし
誌
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外
に
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とある。増刷の事実は確認していないが、予想を上回る好調ではあったのかもしれない。明治十年九月十八日発行の第八号が終巻となるが、明治十一（一八七八）年十二月八日発行の『智慧 庫
  第廿八号』巻末広告に「○子育の草紙
　
合本
　
十五銭」とあり、このころには、八冊合本の形で売り出されていたものと思われる。
　
この第三号巻末の広告に「極
ごくじやう
上黒
くろ
インキ
　
一いちびん
瓶
　
定価三銭五厘」の広告があり、 「東京府下は
各どこのとうぶつや
洋店
にもござります
ゆゑ
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を
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ひます」と見える。望月誠は「
M
O
C
H
IZ
U
K
I 」印のインキも
販売していたのである。また、その隣に『英和商語集』 広告されてい が、これは先述 ように望月誠の編著で、明治九年十二月に発行されたものである。『智慧の庫』　『子育の草紙
  第一号』に若干遅れて、二月二十六日に『智慧の庫
  第一号』が発行されている。二月十四日の『朝野
新聞』 『曙新聞』には『子育 草紙』とと に広告されている。
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子育の草紙
　
毎月二号出版定価二銭五厘
　
府内一年分前金配達賃共五十五銭○府外同六十銭
智慧の庫
　
毎月一号出版定価二銭五厘
　
府内一年分前金配達賃共廿七銭○府外同三十銭
右本月より発行仕候間沢山御求めを願ひます　
内神田龍閑橋通り千代田町廿五番地
本局
　　　　　　　　　　　　　
由己社
売捌所
　
南茅場町十四番地
　　　
神澤社
　　　　
馬喰町二丁目五番地
　　
英蘭堂
　『子育の草紙』も同様なのであるが、府内であれば、一年分十二部前金として二十七銭という割安な価格で各戸に配達もしてくれるというのは、魅力的であったろう。　『智慧の庫
  第六号』社告にも「東京府内十二部前金配達賃共二十七銭五厘、東京府外同三十銭、但し遠国の分は十
二部前金に無之候得者、別に郵便税申受候事」とある。府外には郵便を使っていたのであろうが、府内は脚夫でも雇って配達にあたらせていたのかもしれない。手許に、蛎殻町の塩崎善郎なるものから由己社に宛てた葉書がある【図版②】 。半銭菊丸葉書で、小ボタ印に、 「東京
　
十年・三・二一・□」と、明治十年三月二十一日の消印が捺されてい
る。表書は、
神田千代田町廿五番地由己社御中
二六
　　　　　
蛎殻町
　　　　　
壱丁目弐番地
　　　
塩崎善郎
とあり、裏は次のごとし。
貴社預
ママ
テ御発刊相成候智慧ノ倉壱弐号迄御翻刻相成候分、茅屋
迄御送相願度、代価ハ其節御渡シ可申候也。　
三月廿一日
　
自宅まで届けた者に代価を支払うというのであるから、やはり自
前の脚夫による配達なのかと思われる。　
第一号巻頭の緒言を次に掲げる（合本版による） 。
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図版②　由己社宛葉書
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文明の進歩めざましい現代、新聞からの抜き書き等によって、実益ある知識をもって童蒙の智慧を開くことを目的
とした雑誌であるというのである。　
これに続けて、 「第
だいいち
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鉄てつのうつは
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」等々と、さまざまな「智慧」が並べ
られている。第二の書出しは「余
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いなかもの
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魚
も
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幣
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有あ
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いつでも）……」となっていて、長野県士族望月自身の執筆であることが分かる
（
2）。
　
このように総ルビの平易な文章によって役に立ちそうに見えなくもない日用（？）のさまざまな豆知識を掲載する
雑誌なのである。副題に「一名経済学ノ一班」と のは、いかにも人を食った気味もあり、暁斎による滑稽な挿絵も楽しく、娯楽と いまぜになった「教養」の器として、江戸時代以来の読者のツボをよく心得ている編輯と見うけられる。　
第三号（明治十年四月十三日発兌）より「寄
よせぶみ
書」が掲載され始める。これは、読者から寄せられた「智慧」をもっ
図版③　『智慧の庫 第廿八号』表紙
て構成してある。ここに「此
このところ
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の
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ハ固
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択
だものなれど、
一いち〳〵
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うけあひ
証
ハできませぬ」
と断り書きが置かれているが、この手ぬるさも、本誌の読書がまじめに知識を吸収す というよりも「智慧」をモチーフにして楽しむ体の であったろうことを想像させる。ここには、時折「嗜
もぢづき
餅云
いふ
」などと、編輯者望月誠の評が加えられたりする
【図版③】 。　
また、明治十一（一八七八）年九月十一日発行の二十二号よ
り「附録」も同時に発行される。その巻頭に付せられた社告に次のようにある。
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こういう場合どうしたらよいのか、どういう方法があるのかという質問とそれに対する答えとを掲載するという欄
を第二十号（明治十一年八月十二日発行）から設けたが、夥しい数の質問が寄せられ、本誌の中でやりくりが付かなくなったので、これを別冊に仕立てるというのである。読者の紙面作りへの参加、編輯者・読者による誌上における交歓が演出される。　
尾鷲市立中央公民館所蔵中村山土井家文庫所蔵の第一号（国文学研究資料館近代書誌・近代画像データベースによ
る）の刊記は次のようになっている。
　
社長
　　　
望月誠
　
仮編輯人
　
村山重武
　
印刷人
　　
桑原徳勝
東京八官町通加賀町五番地　　　 　　 　
由己社
同内神田千代田 廿五番地　　　
同支局
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しかし、後述するように、支局の開設は明治十一年二月のことなので、これはかなり後の版のようである。この雑
誌は好評をもって迎えられたようで、版を重ねているのである。第一号の初版は未見である
（
3）。明治十二（一八七
九）年一月二十四日発行『智慧の庫
  第三十号』見返は、注連飾りと門松を描き、礼装で辞儀をする男の絵が暁斎によ
って描かれている【図版④】 。
図版④　『智慧の庫 第三十号』見返
「頼ませう〳〵
　「ドーレ」
由己社々長望月誠社員一同に代りて御慶を申上ます。尚不相変御愛顧の程奉希ます。
という書き入れもある。この望月自身を登場させるパフォーマンスには、後年新聞広告等で発揮さ る望月らしい趣向がすでに濃厚である。　
第六号社告に次の文章が載せられている。
○人
ひとまね
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じ
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これも、後年の兎屋広告を彷彿する文章である。具体的にどの
雑誌について当てこすっているのかわからないが、皮肉を込めながらも、逆に自誌、自社の宣伝に利用しているのである。
三〇
『金のなる木』と『世間の機』　『金のなる木』は、編輯長兼印刷人望月誠、持主同人、本局由己社として発行された雑誌である。合本版以外未見であるが、架蔵の合本版は、第二号が欠落していて代わりに第五号が重複している事故本である。第三号以後は初版の残本を利用したもののようであるが、第一号は、新たに組み直したもののようで、発行年月日記事を欠く。しかし、明治十年五月に第一号を発行していることは、明治十年五月十三日『東京曙新聞』に次の広告を掲載していることで明らかであろう（ 『郵便報知新聞』は十四日、 『朝野 聞』は十五日に掲載） 。
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○智
ちゑ
慧の庫
くら
　
第四号
　
○子
こそだて
育の草
さうし
紙
　
第四号
右五月十六日発
うりだし
兌
千代田町二十五番地
　
由己社
　
第一号の記事は「得のやうで反て損になる事」 「女房の心得」 「奉公人の日々の仕事割」 「出銀簿の記法」で、本雑誌
の副題に「一名家中経済」とあるとおり、身近な節約術や、一家を経営するに役立つ（かもしれない）記事などが、暁斎の滑稽な挿絵を交えた平易な文章で書かれている。以後九月十八日の第五号まで毎月発行さ るが、明治十年十一月七日の『東京曙新聞』には次のような広告が掲載されている。
○世
せけん
間の
機
からくり
弊社雑誌金のなる木、已に五号迄発兌の処、這回世間の機と改題し、珍奇の絵を数多加へ、毎号共に先つ序開を緒拙となし、滑稽文を以て百般の事務を論説し、次にハ奇々問答と称して古今無類の奇談を載せ、次をハ妙々雑
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俎と名け詩歌漢文并狂作を挙け、次には事物紀原と号し和漢西洋に所有事物の根元を示し、末には続物語と題し新奇の稗史を載せ、寄書も亦其後に置き、何れも仮名を附して読易きを主とし、方今数種の新聞中又新らしき趣工にて、意気に老実に甘辛く文明世界の機ハ先つ此目鏡より御覗きあれ。　　　　
東京神田千代田町二十五番地
　
十一月五日発兌
　　　　　　
由己社
　
これによれば、 『金のなる木』は五号までで、次号より『世間の機』と改題、内容も一新されたようである。未見で
あるが、 『世間の機』は明治十一年一月に発行されたと思われる第四号の広告が確認できる。同年十二月八日発行『智慧の庫
  第廿八号』社告に合本版の広告があるので（二十八号以前未確認） 、少なくともこれまでには終刊を迎えてい
たはずである。『集合新誌』　
明治十年十一月二十九日の『郵便報知新聞』に次のような広告が載る。
　
集合新誌
　
第一号定価五銭
這回諸雑誌中より明論新説を抜粋して、以て集合新誌と題し、毎月数回発兌せんとす。是れ全く諸先生の頭脳を煩はしたる良稿を湿手で粟の攫み取したるものなれは、弊社は言ふも更なり、看客にも亦時間と財賂との費少くて、普く諸新誌を通覧する同一般の便益なるべし。ナント好き目論見ではござらぬか。　
世間の機
　
第三号定価四銭五厘
右十一月三十日発兌　　　
神田千代田町
　
己（ママ）
由社
三二
　
というわけで、第一号は、明治十年十一月三十日の発行のよ
うである。内容は諸雑誌の重要記事を集めたもの、標題は内容そのものずばりというわけで、これも人を食ったような雑誌である。　
この雑誌は、架蔵の第二十一号附録『大久保利通公之伝』 （明
治十一年六月三日）以外未見である。ただし国文学研究資料館近代書誌・近代画像データベースによって毎日新聞社新屋文庫本の第四～六号三冊の画像の一部を確認しえ 。これによれば、第四号（十一年一月七日発行）の刊記は次のようになっている。
東京神田千代田町廿五番地
　
社長
　
望月誠
本局
　
由己社
　
仮編輯兼印刷人
　
吉村忠道
　
一月十九日発行の第五号、同二十四日発行の第六号の刊記も、
ほぼ同様である。なお、第二十一号附録『大久保利通公之伝』の刊記は「加賀町五番地
　
由己社／社長
　
望月誠
　　
仮編輯人
　
村山重武
　　
印刷人
　
桑原徳勝」となっている【図版⑤】 。
　
十一年十二月八日発行の『智慧の庫
  第廿八号』社告に「○集
合新誌
　
合本
　
三十五銭」と合本版の広告が見えているので、
このころまでには終刊を迎えていたものと思われる。
図版⑤　『集合新誌第二十一号附録 大久保利通公之伝』表紙・刊記
三三
望月誠と由己社（鈴木）
『衛生新誌』　『衛生新誌』は、衛生社発行の雑誌である【図版⑥】 。第一号は未見であるが、明治十一年三月十六日の『郵便報知新聞』に次のような広告が掲載されている。
○衛
やうじゃうのほん
生新誌
　
第一号
　
価二銭五厘
養生の大要○食物の消化遅速の表○熱き物や冷き物を飲食して歯の害になる事○弛みたる歯を手療治する法○雪隠の臭気を止める事○随意に男児女児を別けて妊む事右発兌
　
東京八官町通加賀町五番地
　
由己社
　　　　
同内神田千代田町廿五番地
　
同支局
　
衛生社の社名は無く、由己社が発兌元となっている。手許に
ある第八号から第十号までの三冊、いずれも刊記は同じで、次のようになっている。
　
持主
　　　　
桑原徳勝
　
編輯兼印刷
　
坂本章
東京内神田千代田町廿五番地　
本局
　　　　
衛生社
図版⑥　『衛生新誌 第八号』表紙・刊記
三四
　
衛生社の住所は由己社支局の住所、すなわち後述するように望月誠の住所と同じであり、 「持主」桑原徳勝は『智慧
の庫』や『集合新誌』刊記に印刷人として名前が出てくる人物である（望月が由己社を去った後は、彼が「持主」となる） 。桑原を社主にしているが、衛生社は由己社と経営を同じくしているとみてよいであろう。　
第十号の目次は次のごとし。
○手
て
に附
つ
きたる臭
にほひ
気を除
のぞ
く法
でん
○
蛋たまごのきみ
黄
の油
あぶら
ハ金
きんさう
創擦
すりこわし
壊に効
こう
ある説
はなし
○衣
きもの
服に脂
あぶら
肪の着
つき
たる時
とき
の心
こゝろえ
得
○手
て
の皮
かわ
膚を柔
やわらか
嫋にして置
を
く法
でん
○果
くだもの
物を貯
たくは
へる法
でん
○乳
ちゝ
汁の中
うち
に水
みづ
の有
あるなし
無を見
みわけ
分る法
でん
○毛
けはへぐすり
生薬の
製
こしらへかた
法
○
縊くびくゝり
者
及また
溺おぼるゝもの
者
の死
し
する理
わけ
并ならび
に其
その
救すくひかた
助法
○
男おとこおんな
女
交まじわり
合の論
ろん
　
健康・衛生に関わる（関わりそうな）ことに特化しているが、 『智慧の庫』と同様の編集方法で、役に立つかも知れ
ない知識っぽいものを適当に並べて十一頁のうちに収めてある。　
この明治十一年十一月二十一日発行の第十号で終刊となるが、十二月八日発行の『智慧の庫
　
第廿八号』社告に「○
衛生新誌
　
合本
　
二十五銭」と見えているので、十冊合本の体裁でまもなく売り出されたものと思われる。
三五
望月誠と由己社（鈴木）
二
　
移転、開店、撤退
由己社の加賀町移転と支局開局　
明治十一（一八七八）年二月二十二日『郵便報知新聞』に、次のような広告が掲載されている。
○集合新誌
　
第九号
　
二月十六日発兌（毎月四号）
○智慧の庫第十四号三月十二日発兌（毎月一号）今般本局を加賀町へ移し旧本局を支局とす東京八官町通加賀町五番地
　
由己社仮本局
仝神田千代田町二十五番地
　
同支局
　
由己社の本局であった千代田町が支局となり、加賀町が本局となるわけである。 「活版印刷所」を肩書きにする由己
社は自社印刷を行っており、とくに『智慧の庫』の好調、増刷の必要により、加賀町の社屋だけでは手狭になったものなのであろう。　
東京都公文書館所蔵の東京府行政文書（明治十一年庶務課、
609.C
5.13 ）に「煉化家屋譲替願」がある。
　　　
煉化家屋譲替願
九年六月宇野カヨ払下同八月返納十年三月廿一日払下願済南鍋町壱丁目三番地築造
　
第四戸
三六
　
別戸
一
　
弐等家屋
　
間口
　
三間
　　　 　　　
奥行
　
四間
　
此坪拾弐坪
　　　
此経費概算高金七百弐拾円
　
但壱坪ニ付金六十円積
　　　
内
　　　
金拾四円四拾銭
　
宇野嘉代返納家屋
　　　
家賃上納除ク
　　　
残金七百○五円六拾銭
　
百四拾八ヶ月ニ割合上納可仕金高
　　　
此身元金三拾五円弐拾八銭
　
人見為雄ヨリ上納済
　　　
外ニ
　　　
金九拾五円四拾弐銭四厘
　　
右同人ヨリ月賦金上納済
　　　
但明治十年三月ヨリ同十一年十月迄弐拾ヶ月分
　　　
内金八銭四厘
　　
端銭上納有之
右家屋、甲人見為雄御払下ヶ願済、前書之金額上納済ニ候処、此度示談之上、乙望月誠江譲渡申度、御許可之上者残納金額乙望月誠ヨリ無遅滞上納仕、都而御規則之通遵守可仕候間、経費金額皆納之節者、甲人見為雄ヨリ上納仕置之身元金、乙望月誠江御 渡相成度、双方連印此段奉願 。以上。　　　　　　
第壱大区九小区
　　　　　　　　
尾張町弐丁目十八番地
　　
明治十一年十一月十一日家屋譲受人
　
人見為雄（印）
　　　
第二大区二小区
　　　 　
愛宕下町弐丁目二番地
三七
望月誠と由己社（鈴木）
　　　　　　　　　　　　　
平民
　　　　　　　
右証人
　　　　　　　　　
蒔田秀三（印）
　　　
第壱大区四小区千代田町廿五番地
　　　 　　　
長野県士族
　　　
家屋譲受人
　　　　　　　
望月誠（印）
　　　
第五大区四小区末広町三拾八番地
　　　
右証人
　　　　　　　　
野田正（印）
　　　
右建築地々主
　　　
浅草瓦町拾七番地
　　　
青地四郎左衛門代理
　　　
浜口忠次郎（印）
　　　
京橋区長紅塚（印）
　　　
東京府知事楠本正隆殿
　
これによって、明治十一年十一月十一日に、南鍋町一丁目三番地の煉瓦家屋を望月誠が購入していることがわかる。
購入時の望月誠の住所は「第壱大区四小区千代田町廿五番地」であり、これは、加賀町に移転する前の由己社本局の住所と同じであることが確認できる。つまり、望月所有の地所はそのまま支局として残し、新たに加賀町に本局を開いたというわけである。　『衛生新誌』を発行している衛生社は、千代田町の由己社支局にとどまるわけであるが、先にも述べたように、この雑誌は明治十一年十一月二十一日発行の 十号で終刊となる。
三八
うさぎ屋開店と「支局」閉鎖　
明治十一年十二月八日『東京曙新聞』に次のような兎屋の広告が掲載されている（同月九日『郵便報知新聞』広告
も同様） 。
長生のもとい
　
価十五銭
亭主の心得
　
価十銭
女房の心得
　
価二十銭
小供の心得
　
価十五銭
右ハ一家を維持するに必要の書なれば最寄の書林絵草紙屋にて御求あれ芝神明前泉市○南鍋町一丁目うさぎや
　
望月が十一月十一日に購入した南鍋町一丁目三番地の煉瓦家屋が「うさぎや」となるわけである。購入から一ヶ月
弱、この間に居宅兼店舗を整備したものなのであろう。なお、ここに掲げられている四点は、由己社を経営しながら、思誠堂蔵版として出版したもので、由己社発行 雑誌にもしばしば広告を 載している。　
望月は明治十一年十二月二十三日から二十五日にかけて新聞広告を出す。二十三日『郵便報知新聞』広告は「小生
今般南鍋町一丁目三番地へ転居仕候
　
望月誠」とあり、同日・翌二十四日『東京曙新聞』 、二十五日『朝野新聞』の広
告記事もほぼ同様である。　
望月は由己社を経営しな ら、書籍店「うさぎや」を独自に設けたわけである。
　
十二月八日発行『智慧の庫
  第廿八号』刊記は次のようになっている。
　
社長
　　　　
望月誠
三九
望月誠と由己社（鈴木）
　
仮編輯人
　　
村山重武
　
印刷人
　　　
桑原徳勝
東京八官町加賀町五番地　
活版印刷
　　　
由巳
ママ
舎
同内神田千代田 廿五番地　　　 　　 　
同支局
　
それが、十二月三十一日発行の第廿九号では、
　
社長
　　　　
望月誠
　
仮編輯人
　　
村山重武
　
印刷人
　　　
桑原徳勝
東京八官町加賀町五番地　
活版印刷
　　　
由巳舎
同南鍋町一丁目三番地　
大売捌所
　　
うさぎ屋
と、支局が消え、かわりに「うさぎ屋」が大売捌所として名を連ねる。これ以後千代田町由己社支局が刊記に登場することはない。支局があった千代田町の土地・家屋を望月は手放したものと思われる。ほぼ同じタイミングでここを本拠とする衛生社の『衛生新誌』が終巻を迎えるのも当然のことである。
四〇
由己社からの撤退　
望月が由己社の社長の座を降りるのは、明治十二年中のことかと思われる。この時期の『智慧の庫』で、発行当時
の単冊の初版をまだ見ていないが、幸い、国文学研究資料館の近代書誌・近代画像データベース所載の初瀬川文庫本の刊記を確認できる。これは合本中のものではあるが、単冊発行時のものも綴じ込まれている。これによれば、十一月十日発行の第四十一号に「社長
　
望月誠」の名を確認できるが、四十二号以降のものには確認できない。
　『男女交合論
 初篇』は、 「智慧の庫第三十五号附録下」として同年四月に発行された。凡例に「此書予て出版免許願
ひいでしに、御聞届難き旨御指令相成りたれば 今其不都合とも思はるゝ件々は悉く之を除きて更に体裁を改め、専ら衛生上の事を切に記し、人をして色慾の為めに健康を破ることなからしめんとす」とあるように、出版許可が下りなかったものを、稿を改め『智慧の庫附録』としたわけである。わずか二十三頁 他愛ない のであるが、時好に適ったと見え、五月の再版本が 二篇 五月の発行、両篇とも刊記は同じである。　　　
社長
　　　　
望月誠
　　　
仮編輯人
　　
村山重武
　　　
印刷人
　　　
桑原徳勝
　　
東京八官町通加賀町五番地
　　　
活版印刷
　　　
由巳舎
　　
同南鍋町一丁目三番地
　　　
大売捌所
　　
うさぎ屋
　
三篇は、二ヶ月間をおいて七月の発行である。 「智慧の庫附録」をうたっていない。刊記は、
四一
望月誠と由己社（鈴木）
　　　　　　　
持主
　　
野田正
　　　　　
編輯印刷人
　
同人
　　
発兌本局
　　　　　
日新社
　　　
東京南鍋町一丁目七番地
　　
大売捌所
　　　
うさぎ屋誠
　　　
同芝区三島町
　　　 　
山中市兵衛
　　　
同八官町通加賀町
　　　
由己社
となっている。 「社主
　
望月誠」は、日新社野田正に権利を譲渡したもののようである。この間の事情、望月の動静は
明確にできないが、望月の由己社への積極的荷担の度合いが減じていることは確かであろう。　
明治十三（一八八〇）年一月六日『郵便報知新聞』 『朝野新聞』所掲兎屋広告（ 『妻妾百本針』等）によって兎屋大
阪支店が開業していることを確認できる。明治十二年十二月十日の兎屋の広告では、支店が併記されていないので、兎屋大阪支店は、この間の開業であったと思われる。由己社を手放したのと、ほぼ時期を同じくするであろう。望月は、 『智慧の庫』本局由己社を売却して大坂支店開店の資金に充てたものと推測される。 【図版⑦】　
さて、明治十三年 月発行の『智慧の庫虫干』の刊記は次のようになっている。
明治十三年十月四日出版御届明治十三年十月六日発行　　　　
編輯人
　
東京府平民
　
平野助三
四二
　　　　　　　　　
京橋区加賀町五番地
　　　　
出版人
　
広島県平民
　
桑原徳勝
　　　
京橋区加賀町五番地
　　
発兌元
　　　
東京京橋区加賀町
　
由己社
　　
大売捌
　　　
同
　
同
　
南鍋町一丁目
　
兎屋
　　
同
　　　　　
同
　
神田区雉子町
　
巌々堂
　　
同
　　　　　
同芝区虎ノ門外琴平町
　
静霞堂
　　
同
　　　
同日本橋区元大坂町
　
法木徳兵衛
　
このように、大売捌の筆頭に兎屋があるが、由己社の
同年十月出版『火災保険論』 、十二月出版『小学女子諸礼手ほどき』 、明治十四（一八八一）年四月発行『商法融通
図版⑦　 『智慧の庫虫干 第三篇』（明治
十六年二月、由己社発兌）広
告末に描かれた由己社社屋
論』や 十一 発行の『智慧の庫虫干
  第二編』の刊記に兎屋は見えない。明治十四年七月十日の『有喜世新聞』に
『智慧の庫
  第六十一号』の広告があり、そこに「大売捌所南鍋町兎屋」とあるので、関係を保ってはいるようである。
　
また、兎屋の出版物については、明治十三年三月発行『西洋新法實地早算』には、大売捌所として由己社の名前が
並ぶが、同十二月発行『大臣参議諸公略伝
　
初編』刊記に名前は見えない。明治十四年以後の刊本についても同様で
ある。兎屋にとって雑誌社である由己社は、魅力的な流通拠点ではありえず、望月が兎屋を別に起立したのも、ここに理由があったと思われる。もっと精査が必要であるが、おおよそのところをまとめると、明治十二年の十二月頃には、望月は由己社を手放し、明治十四年中には、関係はか り薄れてきたものと思われる。
四三
望月誠と由己社（鈴木）
おわりに
　
まだまだ未確認の発行物も多いが、望月と由己社との関係のおおよそのところは確認できたと思われる。望月誠は、
自身が立ち上げた由己社において、さまざまなタイプの雑誌を発行した。発行しては廃刊し、継続したのは『智慧の庫』だけであった。そして、これら雑誌の記事、短文を再編集したような小冊子を、思誠堂蔵版で矢継ぎ早に刊行していく。この後の望月の動向から振り返って考えてみると、この三年間の由己社経営は、実践的なマーケティングの気味合いがあり、さまざまな企画を試行した実験的期間として位置付けられるように思われる。つまり、判型・体裁や組版様式、文体、頁数や価格、そしてテーマとモチーフ、どのあたりが商売になるかということ、市場が食いつくものと、それをどう掘り起こして彼らに魅力的に呈示していくか、さまざまな試みが され、結果が経験と て集積される。　
兎屋発行の冊子類の多くは、由己社時代になされた企画からそのまま連続する類のものである。明治十二年十二月
兎屋発行の九岐晰著『身代の番人』自序に、
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と見え、一般の経済書をなかなか読み得ない「田
でんふやじん
夫野人」を市場に想定するのである。
　
由己社時代に見極めたこの優良な成長途上にある市場に向けた書籍作りをもっぱらとし、それを交易の強力な武器
四四
として、兎屋誠は、書籍流通業を派手に展開していくことになる。　
先述のように、先に掲げた明治十一年十二月八日『東京曙新聞』の兎屋広告にある四書『長生のもとい』 『亭主の心
得』 『女房の心得』 『小供の心得』は、いずれも望月が由己社の社長を務めながら思誠堂蔵版として出版したものである。この由己社時代に発行した思誠堂蔵版の単冊が、売れ行きよく市場に投ずるにふさわしい商品であることも確認済みで、たとえば、明治十四年二月二十八日の『東京曙新聞』広告によれば、 『女房の心得』はこの時点で六 を数える好調ぶりである。これら本替に有利な手板と、有利な手板製作のノウハウを抱えて望月誠は書籍流通を主とした書籍業へと大きく舵を切っ いくのである。 【図版⑧】
注
（
1） 
そのとりあえずの成果は「共同研究
  広告でたどる兎屋誠の「商法」 」 （ 『書籍文化史』十六集、二〇一五年一月）としてまと
めた。
（
2） 『智慧の庫合本
　
第一号』に収められたものははよく見かけるが、明治十一（一八七八）年八月十四日の『郵便報知新聞』に
『智慧の庫
  第二十号』の発兌広告とともに、 「智慧の庫合本
　
自壱号至十号
  自十一号至廿号／壱冊価廿五銭○府外郵税壱冊に
付八銭／東京八官町通加賀町五番地
　
由己社／同内神田龍閑橋通千代田町
　
由己社支局」と見え、このころの刊行である。他
の号しか比較していないが、活字は全部組み直され、記事もすべてが同一ではない（ 『智慧の庫合本附録』には、売れ残りがかなりあったものか、発行当時のものが何号か綴じ込まれている） 。なお、合本第一号に収められた第一号の刊記は次のようになっている。
 
　　
仮編輯人
 
　　
兼印刷人
　　
望月誠
 
　　
持主
　　　　
桑原徳勝
 
　　
発兌元
　
東京京橋区
 
　　　 　
加賀町
　　　
由己社
四五
望月誠と由己社（鈴木）
 
　　
発兌元
　
愛媛県興民社
 
　　　　　　　　　　　
イヅキ本店
（
3） 
なぜかわからないが、明治十三（一八八〇）年兎屋刊『
西洋新法
實
地早算』や『
実地経験
家政妙論』 、明治十四（一八八一）年同刊『
閨門律令
夫婦互の裁判』 『第一世
　拿破崙言行録』 『明治外史
  初篇』などで
は東京府平民と肩書きされている。しかし、 『官員録』の記事に照らしても長野県出身であることは動かないであろう。
図版⑧　 『家内の倹約』（明治十
一年五月、思誠堂蔵版）

